
地域の特産野菜を学ぶ出前授業
　営農企画課の佐藤重樹係長は６月９日、能代市立渟城西小学校
で講師となり、４年生７４人を対象に「白神ねぎ」についての出前
授業を行いました。
　授業は総合的な学習の時間に「『白神ねぎ』って何？」と題し
て行われ、都道府県別のねぎの生産量や『白神ねぎ』の誕生の
きっかけや特徴、さらにはおいしいねぎの見分け方など、グラフ
や写真をスクリーンに映し出し分かりやすく説明しました。
　授業を受けた児童からは「白神ねぎの秘密をたくさん知ること
ができた」、「自分たちも畑作体験で白神ねぎを植えたので、収穫
が楽しみです」といった感想が聞かれました。

営農企画課

ＪＡカードでお得にお買い物を
　ＪＡあきた白神は６月３日、ＪＡ職員と農林中央金庫秋田支店
職員ら７人が参加し、「みょうが館」でＪＡカードの推進キャン
ペーンを実施しました。
　このキャンペーンはＪＡカードを利用して、ＪＡの直売所や
ファーマーズマーケットで買い物をすると、請求時に５％割引と
なるサービスが６月１日より始まったことを周知し、同カードの
新規顧客獲得を目的に行われました。この日は、みょうが館での
月一のイベントも重なったこともあり、多くの来店者が訪れまし
た。参加した金融課職員の声かけもあり、当日は６人の予約を受
け付けました。

金融課

▲実物のねぎも使用しわかりやすく説明しました

▲店舗前でＰＲ活動を行いました

◀�目を凝らして生物を
探す児童

生き物調査で田んぼ周辺の生態を学ぶ 営農企画課

　ＪＡあきた白神はＪＡ全農あきたの協力のもと、６月１４
日に「田んぼの生き物調査」を実施しました。能代市立第
四小学校の５年生９４人が参加し、先月、自分たちで田植え
を行った圃場で調査を実施しました。
　はじめに、網を使って田んぼの中の生き物を探したあと、
植物・陸生動物・水生動物の３班に分かれて田んぼの周辺
を調査した。児童らは採取したヤゴやカエルなどの虫やシ
ロツメグサなどの植物を、当日渡された図鑑で確認し合い

ながら、田んぼの周りにはたくさんの動植物がいることを
学びました。
　ＪＡ全農あきたの職員は「たくさんの生物がいる田んぼ
はすばらしい所。動植物の命を大事にしてもらいたい」と
話し、児童からは「身近な田んぼにこんなにたくさんの生
物がいるとは思わなかった。普段見ることのない植物も
あったのでとても楽しかったです」と感想を話してくれま
した。

双子座（5・21〜6・21）　コミュニケーション運に恵まれ、誰とでも簡単に会話が弾むはず。興味のある習い事に挑戦するのもお勧め
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